
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

３
月
下
旬
よ
り
再
度
急
増
し
第
４
波
の

様
相
で
す
。
今
こ
そ
無
症
状
感
染
者
を

発
見
・
保
護
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検

査
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
が
急
務

で
す
。
同
時
に
、
陽
性
反
応
が
出
た
場

合
に
安
心
し
て
休
ん
だ
り
事
業
所
を
閉

鎖
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
補
償
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
国
が
設
定
す
る
全
国
で

「
１
日
１
万
件
」
と
い
う
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
変
異
株
の

感
染
事
例
が
、
奈
良
県
内
で
も
43
例

（
３
月
30
日
現
在
）
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
府
は
、
変
異
株
の
疑
い
を
確
認

す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
全
陽
性
者
の
３
割

程
度
行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
変
異
株

の
特
徴
な
ど
正
確
な
情
報
の
周
知
徹
底

が
必
要
で
す
。

＊
＊
＊

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
急
拡
大
し
て
、
奈

良
県
で
も
医
療
ひ
っ
迫
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
県
会
議
員
団
は

４
月
21
日
、
知
事
あ
て
に
第
10
次
の
申

し
入
れ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

▽
第
４
波
へ
の
深
刻
な
認
識
を
も
つ

こ
と
、
▽
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
「
変
異
株
」

に
関
す
る
丁
寧
な
情
報
提
供
を
お
こ
な

う
こ
と
、
▽
陽
性
が
出
た
場
合
の
十
分

な
補
償
と
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施

（
定
期
的
な
社
会
的
検
査
の
拡
充
を
）
、

▽
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填
と
信
頼
関

係
に
基
づ
い
た
病
床
確
保
対
策
推
進
、

▽
今
夏
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
中
止
の
決
断
を
政
府
に
要
請
す
る

こ
と
、
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

今
井
光
子
議
員
は
代
表
質
問
に
立
ち
、

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
県
民
の
命
を
守
る
支

援
や
少
人
数
学
級
実
現
を
優
先
し
、
大

型
開
発
は
見
直
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し

た
。今

井
議
員
は
昨
年
９
月
に
予
算
化
さ

れ
た
医
療･
福
祉
施
設
従
事
者
11
万
人
の

社
会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
費
用
20
億
円
の

多
く
が
未
実
施
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
問

題
を
指
摘
。
社
会
的
定
期
的
な
検
査
実

施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
35
人
学
級
に

つ
い
て
「
県
独
自
に
教
員
を
15
人
確
保

す
れ
ば
小
学
校
３
年
生
ま
で
実
施
で
き

る
」
と
し
て
、
実
施
を
迫
り
ま
し
た
。

【
共
産
党
県
議
団
は
15
人
の
教
員
確

保
の
た
め
の
予
算
組
み
換
え
を
提
案

し
ま
し
た
。
左
上＝

予
算
組
み
替
え

提
案
の
記
事
参
照
】

ま
た
、
県
が
五
條
市
内
に
建
設
を
す

す
め
よ
う
と
す
る
２
０
０
０
㍍
級
滑
走

路
を
備
え
た
広
域
防
災
施
設
に
つ
い
て

「
国
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
際
の
空

か
ら
の
救
援
は
海
抜
89
㍍
の
『
南
紀
白

浜
空
港
』
の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
”
滑
走
路
建
設
あ
り
き
”

で
す
す
め
る
県
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し

た
。今

井
議
員
は
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー

（
三
郷
町
）
が
王
寺
駅
南
側
に
、
規
模

縮
小
を
伴
う
移
転
が
検
討
さ
れ
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
「
現
地
で
の
建
て
替
え

も
含
め
て
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
る

べ
き
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

２０２１年５月 日本共産党奈良県議会だより （１）

日本共産党県議団は議会

最終日、新年度予算案の組

み替えを提案。山村幸穂議

員が提案主旨説明を行いま

した。

不要不急の開発・県民合

意のない事業など５７億円

を減額し、そのうちの一般

財源２１億４０００万円を

使って、子育てや暮らしを

応援する事業実施を提案し

ました。小学校の教員を１

５人増やせば、県内すべて

の小学校３年生までのクラス

が３５人以下学級にできます。

子ども医療費の窓口負担のない無料化を実現するための経

費１１億円も提案しました。地域経済への波及効果が大き

い住宅リフォーム助成制度１億円も、改めて提案しました。

予算総額（５５００億円）の約１％の組み替えで、県民

要求を大きく前に進めることができます。

残念ながら、他会派の賛同が得られず否決されましたが、

引き続き、要求を実現する取組をすすめます。

【見直しを求めた事業】

◆大企業向け企業立地補助金（９億円）

◆大立山まつり（６０００万円）

◆新たなハコモノ「体験館」建設など平城宮跡の開発事業

（１３億円）

◆世界遺産と市民の暮らしがある平城宮跡など奈良市のど

真ん中の地下をトンネルで貫く京奈和自動車道大和北道

路建設（２８億３０００万円）

◆２０００㍍級滑走路建設ありきですすめられる広域防災

拠点施設建設計画（４億３０００万円）

【提案した主な事業】

◆子ども医療費と福祉医療の窓口負担なし（完全無料化）

に（１１億円）

◆大学生への給付型奨学金創設（１億２０００万円）

◆後期高齢者医療保険料の軽減（１億円）

◆国民健康保険の窓口負担軽減（１億円）

◆介護保険の利用料軽減（２億円）

◆学校給食地産地消推進（１億円）

◆商店街リニューアル事業（１億円）

◆住宅リフォーム助成制度（１億円）

◆コロナで影響を受けた中小事業への事業継続支援（５０

００万円）

◆教員１５人を増員して、県内すべての小学校３年までの

３５人学級実現（１億２０００万円）

◆遠距離通学交通費助成制度（５０００万円）

１％の予算組み換えで、
子育て、暮らし応援の事業が実現できます

日本共産党

奈良県議会だより
NO.114

日本共産党奈良県会議員団

県会議員 山村さちほ
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県会議員 太田あつし

630ー8501奈良市登大路町30奈良県議会内
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5月２０
２１年

県
民
の
命
を
守
る
支
援
や
少
人
数
学
級
実
現
を

予算組み替え提案をおこなう
山村さちほ議員

奈
良
県
知
事
が
責
任
者
の
対
策
本
部
に
コ
ロ

ナ
対
策
推
進
の
第
10
次
の
申
し
入
れ

今井光子議員
が

代表質問

大
規
模
な
社
会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
実
施
で

「
封
じ
込
め
」
を
！

医
療
機
関
や
事
業
所
支
援
は

コ
ロ
ナ
第
４
波
、
変
異
株
感
染
急
増



小
林
照
代
議
員
は
一
般
質
問
で
、
コ
ロ

ナ
危
機
の
も
と
人
員
不
足
が
深
刻
な
保
健

所
の
体
制･

機
能
強
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
小
林
議
員
は
郡
山
保
健
所
の
保
健

師
の
超
過
勤
務
時
間
が
平
均
で
70
時
間
、

中
に
は
１
０
０
時
間
を
超
え
る
職
員
も
い

た
と
指
摘
。
保
健
師
の
増
員
を
は
じ
め
、

県
の
保
健
所
全
体
の
機
能･

体
制
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

荒
井
知
事
は
、
「
保
健
所
の
業
務
は
広

範
囲
で
多
岐
に
わ
た
り
、
専
門
性
が
高
い
」

と
し
な
が
ら
「
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、

現
場
対
応
力
を
高
め
て
き
た
」
と
し
て
、

不
足
が
課
題
で
あ
る
保
健
所
職
員
の
確
保

に
は
触
れ
ず
、
「
コ
ロ
ナ
を
期
に
県
の
保

健
所
の
組
織
・
機
能
に
つ
い
て
も
落
ち
着

い
た
ら
点
検
し
た
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
林
議
員
は
、
２
０
１
５
年
に

統
合
さ
れ
た
中
和
保
健
所
の
管
轄
人
口
は

56
万
人
を
越
え
、
面
積
は
奈
良
や
郡
山
と

比
べ
３
倍
で
あ
る
と
指
摘
。
「
保
健
所
が

遠
く
て
相
談
に
い
け
な
い
」
「
高
田
出
張

所
で
は
、
助
成
制
度
の
申
請
受
付
だ
け
で
、

相
談
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
を
紹
介
し
、

保
健
所
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
全
県
的
に

保
健
師
・
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
専
門

職
を
増
員
す
る
な
ど
、
体
制
の
抜
本
的
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
が
提
案

「
児
童
相
談
所
の
体
制

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決

日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
「
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
は
国
に
対
し
「
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
に
必
要
か
つ
十
分
な
支
援
を
」

「
地
方
自
治
体
が
よ
り
専
門
性
の
高
い
人

材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
上
で
、
必
要
な

技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
講
ず
る
こ
と
」

り
、
太
田
あ
つ
し
議
員
が
趣
旨
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
命
が
失

わ
れ
る
事
態
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

２０２１年５月 日本共産党奈良県議会だより （２）

日本共産党奈良県会議員団のフォトレポート

太
田
あ
つ
し
議
員
は
予

算
委
員
会
で
論
戦
。
「
県

の
予
算
は
県
民
の
命
と
く

ら
し
を
守
る
た
め
に
使
う

も
の
」
「
生
活
困
窮
者
に

寄
り
添
っ
て
困
難
を
解
決

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に

あ
る
医
療
機
関
の
減
収
補

填
や
中
小
業
者
へ
の
支
援

金
の
創
設
な
ど
県
民
の
命

や
暮
ら
し
、
営
業
を
守
る

予
算
を
最
優
先
す
る
べ
き
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

荒
井
知
事
へ
の
総
括
質

疑
で
は
、
こ
の
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
運
営
方

針
改
定
に
よ
る
「
徴
収
強

化
」
に
つ
い
て
、
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
や
差
し
押
さ
え
、

自
治
体
独
自
の
減
免
策
や

分
納
を
禁
ず
る
な
ど
「
低

所
得
者
の
暮
ら
し
を
脅
か

す
も
の
」
と
指
摘
し
、
知

事
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

荒
井
知
事
は
「
払
え
る

能
力
が
あ
る
の
に
払
わ
な

い
加
入
者
に
対
す
る
対
策

だ
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
職
を
失
っ
た
り
収
入

が
激
減
し
た
人
が
分
納
す

る
際
に
も
、
分
納
は
１
年

以
内･

短
期
証
は
１
カ
月
と

い
う
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

の
対
応
が
行

わ
れ
る
と
本

当
に
生
活
を

脅
か
す
」
と

主
張
し
ま
し

た
。引

き
続
き
、

国
保
の
運
営

方
針
の
見
直

し
を
求
め
ま

す
。

生活を脅かす「徴収強化」は見直しを
太田あつし議員が予算委員会で論戦

●
予
算
委
員
会
で
質
問
す
る
太
田
敦
議
員

公益社団法人日本劇団協議会

から要請されていた「高等学校

における演劇鑑賞教室実施に関

する請願」が、全会一致で採択

されました。

演劇鑑賞が高校生の人格形成

に大きな意義があること、奈良

県では他府県に比べて、高校に

おける演劇鑑賞の機会が極めて

少ない実態であることが、各会

派で共有され、超党派で取り組

んでいこうと採択されたことは

画期的です。

すべての高校生に演劇鑑賞の

機会が持てるように取り組んで

いきます。

高校で演劇鑑賞の機会を
超党派の請願提案を全会一致で採択

感
染
拡
大
「
抑
え
込
み
」
の
対
策
を

保
健
所
の
人
員
増
、
機
能
や
体
制
強
化
を

小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
を

新
婦
人
県
本
部
が
県
教
育
委
員
会
に
要
望

コロナ禍で生活困窮家庭の子どもたちが、生理用品を買うことができ

ない事態がおこっています。「生理の貧困」と言われます。

４月６日、新日本婦人の会奈良県本部が「コロナ禍のもと、児童・生

徒の健康と学習権が守られるために、学校のトイレに必要な人が使える

ように『生理用品』を設置し、相談できる環境整備を求めて」県教育委

員会と子ども・女性局に要望しました。共産党県議団から小林照代、山

村幸穂両県議が同席しました。

共産党県議団は、市町村の災害時備蓄物資に「生理用品」も一定数、

確保しているところもあり、その活用についても提案しています。

「軍事費を削ってくらしと福祉・教育の充実を」国

民大運動奈良県実行委員会は３月２６日、昨秋、県内

すべての自治体を訪問し、要望を提出し意見交換をし

た『自治体キャラバン』の成果をまとめ、県に提出。

新型コロナウイルス感染症対策における丁寧な情報

提供を求める切実な市町村の声を伝えました。

コロナ禍のなか、公演の延期や中止、入場者数

制限など集客数の減少で苦しんでいます。

３月２日、文化芸術団体代表らが「入場者制限

に応えて公演をおこなっていくためにも県営施設

の会場費減額を」との要望書を県に提出しました。

払いたくても払えない！
高すぎる国保料


